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THE NARASHINO CHUO ROTARY CLUB WEEKLY BULLETIN 

 習志野中央ロータリークラブ週報 

 
2024-25 年度 国際ロータリーのテーマ 国際ロータリー会長 ステファニー A. アーチック 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

第１７５５回 ２０２４年  １２月 ５日例会   

司会：髙山貴子会員 週報：河手正直会員 
   

 点鐘 ＜小菅和彦会長＞  

 国歌斉唱 「君が代」 

 ロータリーソング 「奉仕の理想」 

 四つのテスト ＜三代川雄哉会員＞ 

 お客様紹介 

 習志野中央ﾛｰﾀｰｱｸﾄｸﾗﾌﾞ会長  仲村拓海さん 

 米山奨学生         リュウ センチさん 

 会長挨拶 ＜小菅和彦会長＞ 

皆さんこんにちは。 

本日 12 月 5 日は『国際ボランティア・デー』だそ 

うです。1985 年に国連総会によって定められた経済

社会開発のための国際的な記念日です。 

 さて、今月のロータリー月間テーマは『疾病予防と

治療月間』です。 

 疾病の中でも、感染症。ロータリーで感染予防と言

えば、なんといってもポリオ根絶なのでしょう。 

一般的に感染症と言えば、新型コロナウイルス感染

が長らく人類を苦しめてきました。 

またこの寒い時期に毎年流行するインフルエンザ感

染症を思い起こされます 

 厚生労働省の発表によると、今年は特に手足口病・

マイコプラズマ肺炎が増加しています 

例年の同時期と比べてかなり多い状況となっていま

す(2024 年 10 月現在）。 

 手足口病とは 

口の中や、手足などに水疱を伴う複数の発ほっしん

が出る感染症です 

子どもを中心に、主に夏に流行します。2 歳以下が半

数を占めますが、小学生でも流行的発生がみられる

ことがあります。成人を含めた小学生以上の大半は、

すでにウイルスの感染（不顕性感染も含む）を受けて

いる場合が多いため、成人での発症はあまり多くあ

りません。 

マイコプラズマ肺炎とは 

頑固なせきをともなう呼吸器感染症。小児や若い人

に比較的多い。 

マイコプラズマ肺炎は、「肺炎マイコプラズマ

（ Mycoplasma pneumoniae ）」という細菌に感染す

ることによって起こる呼吸器感染症です。小児や若

い人の肺炎の原因として、比較的多いものの一つで

す。例年、患者として報告されるもののうち約 80%

は 14 歳以下ですが、成人の報告もみられます。マイ

コプラズマ肺炎は 1 年を通じてみられ、秋冬に増加

する傾向があります。 

 予防法としては、 

ワクチン接種、手洗い、うがい、マスク、換気、タオ

ルの共用は避けましょう。 

 幹事報告 ＜尾﨑共紘幹事＞ 

１．危機管理防災セミナー開催 

2025 年２月 15 日（土） 14 時 

TKP ガーデンシティ千葉 

２．RYLA 実行委員会会議 

12 月 21 日（土） 13 時 

白子サンライズオーツカ 

３．疾病予防と治療月間 リソース案内 

４．財団室 NEWS 2024 年 12 月号 

 誕生日・結婚記念日のお祝い 

会員誕生日 配偶者誕生日 結婚記念日 

池田博(1) 﨑山茂代(18) 川名政志(3) 

山本尚有樹(6) 三代川悦子(24) 金子友之(28) 

山﨑由美(12)   

川名政志(16)   

松村洋平(16)   

河手正直(22)   

例 会 日 ： 木曜日 12 時 30 分  

例会会場： 習志野商工会議所会館 3F 

事 務 局 ： 千葉県習志野市津田沼 4-11-14 

会 長 小菅 和彦 

幹 事 尾﨑 共紘 
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 ニコニコボックス 

 松村会員     40 歳誕生祝のお礼 

 山﨑会員     誕生祝のお礼 

 三代川(彦)会員  妻の誕生祝のお礼 

 金子会員     結婚記念日祝のお礼 

 米山奨学生へ奨学金の贈呈 

   リュウ センチさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業卓話 

 布施國雄会員 

レカムサービスの布施です。 

レカムの意味は、リアルコミュニケーションの頭 

  文字を取って、Ｒ、Ｃ、Мにサービスを付け加えて 

  社名を付けました。真のコミュニケーション、心 

  と心のキャッチボールができる、お客様に来て良

かった、又来てみたい、他の人にも教えてあげた 

  い、をモットーとして立ちあげました。 

   会社設立は平成６年６月８日、当初は３名から 

  現在 92 名、お陰様で 30 年を迎えることが出来ま

した。 

   スタッフ達がサプライズに作ったビデオです。

拝聴頂ければ幸いです。（約５分間です） 

 

 髙山貴子会員 

本田土木工業株式会社代表取締役髙山貴子と申し

ます。 

平成 15 年 10 月に先代の父が他界し、代表取締役

に就任し現在に至っております。 

主に習志野市を中心とした公共工事に携わっており

ます。 

 就任後に初めて落札した案件の重みとその時の緊

張感は今でも鮮明に記憶に残っています。 

就任後は民間の受注にも営業に力を注ぎ、かねてか

らの目標にしてきました民間業者さんの取引ができ、

現在飛島建設さん、竹中土木さん、野村不動産さんと、

信用と共に実績を積んでおるところです。 

また弊社は、地元習志野市に貢献できる事を様々

な形でお手伝いさせていただいています。 

 先日は習志野警察署女性警察官と女性職員の方々

との検討会に参加しました。建設業と警察の業務は

どちらも男性社会のイメージがあるので、業務を通

して多岐にわたる意見交換ができました。 

 最後になりますか、建災防京葉分会の分会長のお

役をいただいた事もご縁と思っております。就任直

後から千葉県初の女性分会長という事で、とても荷

が重く押しつぶされる想いでした。 

 今は親睦を深めると共に会員の皆様のご理解とご

協力をいただき一丸となって会の運営をしていると

自負しております。会員の皆様には感謝の気持ちを

持ち、分会長のお役を邁進しておるところです。 

職業を通していただいたご縁を大切に、何事にも

一生懸命取り組んで参る所存でございます。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

 井本良三会員 

１．扱い業務 

２．社内体制 

３．全国規模で展開の苦労 

４．その他の発表 

詳細は書き切れないので要点のみ 

 

 三代川浩一会員 

私は農業を職業として 45 年になります。 

習志野市の農業は主に人参とネギの栽培が盛んに行

われていました。 

国の産地指定も受けていました。 

 昔の人参の収穫は、朝 3 時 4 時に畑に向かい、そ

の日のうちに出荷が行われました。 

今では考えられませんが、習志野市内の出荷量は

400,000 ケースを上回っていました。 

 そして、運送業者さんは、三代川運送さん、花沢運

送さんを中心に、東京や横浜仙台の市場に運んでい

ただきました。 

そんな習志野農業は衰退の一途をたどっています。

理由としては谷津そして鷺沼の区画整理によって農 
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地の減少が主な原因でありますけども、それに伴い

高齢化で生産収穫が減少しています。 

 私は今では、奏の杜の 500 坪の畑で野菜作りをし

ています。今、奏の杜になっている場所が、昔、一面

ににんじん畑が広がっていたことを大変懐かしく思

い出します。 

 今現在、私はがん治療のため、明日で 100 回目の

抗がん剤治療を受けます。 

今後は年金暮らしで細々と暮らしていきたいと思い

ます。ご静聴ありがとうございました。 

 放課後児童会 EEH プロジェクト 

   小菅和彦会長 

 

 

 

 

 

 出席委員会 委員 

会員数 
当日

出席 

メーク

アップ 

出席

免除 
出席 欠席 出席率 

４７ ２５ ８ ０ ３３ １４ 70.21% 

 

 

 2790 地区野球リーグ納会 

 11 月 27 日（水）惜しくも準優勝でした 

 井上会員が優秀選手賞、伊藤会員がホームラン賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


